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食品細菌検査項目
一般細菌数
大腸菌群
大腸菌群数
大腸菌
大腸菌数
黄色ブドウ球菌

◆食品検査

食品理化学検査項目
水分
蛋白質
脂質
灰分
食物繊維

栄養 5成分セット… …
水分… … …
蛋白質… … …
脂質… … …
灰分… … …
炭水化物

栄養 6成分セット… …
水分… … …
蛋白質… … …
脂質… … …
灰分… … …
糖質… … …
食物繊維

食塩相当量（Na換算）
重金属（鉛として）
糖度

�　　　　　�
�　　　　　�

�　　　　　�
�　　　　　�

食品細菌検査項目
腸炎ビブリオ
サルモネラ
カビ
酵母
有芽胞好気性菌
有芽胞嫌気性菌

食品理化学検査項目
酸価（AV）
過酸化物価（POV）
シアン
水分活性
揮発性塩基窒素
ナトリウム
カリウム
カルシウム
マグネシウム
リン
鉄
マンガン
亜鉛
銅
カドミウム
鉛
ヒ素
総クロム
総水銀
アルコール
安息香酸
ソルビン酸
デヒドロ酸

食品細菌検査項目
リステリア
クロストリジア
ウエルシュ菌
緑膿菌
エルシニア
腸球菌

食品理化学検査項目
ｐ -オキシ安息香酸エステル類
プロピオン酸
ＥＤＴＡ
エリソルビン酸
ＢＨＴ
ＢＨＡ
亜硝酸塩
ｏ -フェニルフェノール
ジフェニル
亜硝酸根
硝酸根
ソルビトール
法定酸性タール色素
次亜塩素酸
プロピレングリコール
ホルムアルデヒド
乳脂肪分
乳固形分
無脂乳固形分
比重（15℃）
酸度（乳酸として）
サッカリン
アミノ酸組成分析

食品細菌検査項目
真菌数
低温菌数
乳酸菌
カンピロバクター
病原性大腸菌（O-157）
セレウス菌

食品理化学検査項目
各アミノ酸（単独）
レチノール
カロチン
ビタミンＡ効力
ビタミンＢ 1
ビタミンＢ 2
ビタミンＣ
ビタミンＥ
ナイアシン
ミネラルウォーター類の成分規格検査
清涼飲料水規格検査
かんすい規格試験
タール色素製剤規格試験
有機塩素系農薬
有機リン系農薬
カーバメート系農薬
その他農薬

ふきとり検査項目
一般細菌数
一般細菌数（定量）
大腸菌群
大腸菌群数
大腸菌群数（定量）
大腸菌
大腸菌数
大腸菌数（定量）
黄色ブドウ球菌
サルモネラ
腸炎ビブリオ
真菌（カビ）
病原大腸菌（O-157）

◆拭取検査

抗菌検査項目
ドロップ法
フィルム密着法
ＳＥＫ菌数測定法
シェイクフラスコ法
除菌力評価試験
ハロー試験
ＭＩＣペプトン法
カビ抵抗性試験

◆抗菌検査

主要参考文献
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1 特異的IgE 奥田　勲　　他：医学検査　46−10−1525～1530　1997
西間　三馨　他：日本小児アレルギー学会誌　20−1−109～118　2006
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3 507 尿比重 金井　正光、奥村　伸生：「臨床検査法提要」（第32版）、161−235、金原出版、2005.
3 513 尿潜血 金井　正光、奥村　伸生：「臨床検査法提要」（第32版）、161−235、金原出版、2005.
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4.5 578 穿刺液糖定量 金井　正光、奥村　伸生：「臨床検査法提要」（第32版）、237−263、金原出版、2005.
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7 633 培養同定 動脈血 小酒井　望　他：臨床検査技術全書　₇：135−139、1976.
7 618 培養同定 髄液 小酒井　望　他：臨床検査技術全書　₇：135−139、1976.
7 619 培養同定 腹水 小酒井　望　他：臨床検査技術全書　₇：135−139、1976.
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7 621 培養同定 胸水 小酒井　望　他：臨床検査技術全書　₇：135−139、1976.
7 632 培養同定 穿刺液 小酒井　望　他：臨床検査技術全書　₇：135−139、1976.
7 613 培養同定 尿 小酒井　望　他：臨床検査技術全書　₇：127、1976.
7 614 培養同定 腟分泌物 小酒井　望　他：臨床検査技術全書　₇：127、1976.
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7 622 培養同定 耳漏 小酒井　望　他：臨床検査技術全書　₇：248、1976.
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案内 頁 コード 報告書用項目名 参考文献名

61 3004 アデノウイルスCF 北村　元仕　他：臨床検査マニュアル　（文光堂）　880～886　1988
松本　美弥子：日本臨床　53−増−246～250　1995

61 3069 アデノウイルス₁型−NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
永武　毅：日本臨床　57−S3−278～281　1999

61 3070 アデノウイルス₂型−NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
永武　毅：日本臨床　57−S3−278～281　1999

61 3071 アデノウイルス₃型−NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
永武　毅：日本臨床　57−S3−278～281　1999

61 3072 アデノウイルス₄型−NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
永武　毅：日本臨床　57−S3−278～281　1999

61 3073 アデノウイルス₅型−NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
永武　毅：日本臨床　57−S3−278～281　1999

61 3074 アデノウイルス₆型−NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
永武　毅：日本臨床　57−S3−278～281　1999

61 3075 アデノウイルス₇型−NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
永武　毅：日本臨床　57−S3−278～281　1999

61 3076 アデノウイルス₈型−NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
永武　毅：日本臨床　57−S3−278～281　1999

61 1132 アデノウイルス11NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
永武　毅：日本臨床　57−S3−278～281　1999

61 3077 アデノウイルス19型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
永武　毅：日本臨床　57−S3−278～281　1999

61 1133 アデノウイルス37NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
永武　毅：日本臨床　57−S3−278～281　1999

62 3037 インフルエンザA型HI 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　214～225　1973
石田　正年：日本臨床　53−増−281～287　1995

62 3001 インフルエンザA型CF 北村　元仕　他：臨床検査マニュアル　（文光堂）　880～886　1988
石田　正年：日本臨床　53−増−281～287　1995

62 3002 インフルエンザB型CF 北村　元仕　他：臨床検査マニュアル　（文光堂）　880～886　1988
石田　正年：日本臨床　53−増−281～287　1995

62 3033 パラインフルエンザ₁型 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　214～225　1973
中村　良子：日本臨床　53−増−292～294　1995　　

62 3034 パラインフルエンザ₂型 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　214～225　1973
中村　良子：日本臨床　53−増−292～294　1995　　

62 3035 パラインフルエンザ₃型 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　214～225　1973
中村　良子：日本臨床　53−増−292～294　1995　　

62 3020 RSウイルスCF 北村　元仕　他：臨床検査マニュアル　（文光堂）　880～886　1988
山本　紀一：日本臨床　48−増−257～259　1990

62 3040 RSウイルス−NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
堤　裕幸：日本臨床　57−S3−320～322　1999

63 3057 エコーウイルス₁型−NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 3058 エコーウイルス₃型−NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 3027 エコーウイルス₃型HI 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　214～225　1973
長谷川　斐子：日本臨床　53−増−269～273　1995

63 3059 エコーウイルス₄型−NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 5325 エコーウイルス₅型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 3060 エコーウイルス₆型−NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 3061 エコーウイルス₇型−NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 3028 エコーウイルス₇型HI 国立予防衛生研究所学友会編：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　214～225　1973
長谷川　斐子：日本臨床　53−増−269～273　1995

63 3062 エコーウイルス₉型−NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 5326 エコーウイルス11型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 3029 エコーウイルス11型HI 国立予防衛生研究所学友会編：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　214～225　1973
長谷川　斐子：日本臨床　53−増−269～273　1995

63 5327 エコーウイルス12型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 3030 エコーウイルス12型HI 国立予防衛生研究所学友会編：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　214～225　1973
長谷川　斐子：日本臨床　53−増−269～273　1995

63 3063 エコーウイルス13型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 4711 エコーウイルス14型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 5329 エコーウイルス16型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 3064 エコーウイルス17型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 5330 エコーウイルス18型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 4712 エコーウイルス19型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 4713 エコーウイルス21型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 4644 エコー22型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 4714 エコーウイルス24型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 3065 エコーウイルス25型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999

63 3066 エコーウイルス30型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
庄司　絋史：日本臨床　57−S3−326～327　1999
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案内 頁 コード 報告書用項目名 参考文献名

64 1128 コクサッキーA2NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
加地　正英：日本臨床　57−S3−328～330　1999

64 1129 コクサッキーA3NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
加地　正英：日本臨床　57−S3−328～330　1999

64 5318 コクサッキーA群₄型 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
加地　正英：日本臨床　57−S3−328～330　1999

64 5523 コクサッキーA5NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
加地　正英：日本臨床　57−S3−328～330　1999

64 4642 コクサッキーA6NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
加地　正英：日本臨床　57−S3−328～330　1999

64 3048 コクサッキーA7NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
加地　正英：日本臨床　57−S3−328～330　1999

64 3049 コクサッキーA9NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
加地　正英：日本臨床　57−S3−328～330　1999

64 3013 コクサッキ−A群₉型CF 北村　元仕　他：臨床検査マニュアル　（文光堂）　880～886　1988
庄司　紘史　他：臨床医　19−増−920～922　1993

64 1130 コクサッキーA10NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
加地　正英：日本臨床　57−S3−328～330　1999

64 3050 コクサッキーA16NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
加地　正英：日本臨床　57−S3−328～330　1999

64 3051 コクサッキーB1NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
加地　正英：日本臨床　57−S3−328～330　1999

64 3014 コクサッキ−B群₁型CF 北村　元仕　他：臨床検査マニュアル　（文光堂）　880～886　1988
庄司　紘史　他：臨床医　19−増−920～922　1993

64 3052 コクサッキーB₂NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
加地　正英：日本臨床　57−S3−328～330　1999

64 3015 コクサッキ−B群₂型CF 北村　元仕　他：臨床検査マニュアル　（文光堂）　880～886　1988
庄司　紘史　他：臨床医　19−増−920～922　1993

64 3053 コクサッキーB3NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
加地　正英：日本臨床　57−S3−328～330　1999

64 3016 コクサッキ−B群₃型CF 北村　元仕　他：臨床検査マニュアル　（文光堂）　880～886　1988
庄司　紘史　他：臨床医　19−増−920～922　1993

65 3054 コクサッキーB4NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
加地　正英：日本臨床　57−S3−328～330　1999

65 3017 コクサッキ−B群₄型CF 北村　元仕　他：臨床検査マニュアル　（文光堂）　880～886　1988
庄司　紘史　他：臨床医　19−増−920～922　1993

65 3055 コクサッキーB5NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
加地　正英：日本臨床　57−S3−328～330　1999

65 3018 コクサッキ−B群₅型CF 北村　元仕　他：臨床検査マニュアル　（文光堂）　880～886　1988
庄司　紘史　他：臨床医　19−増−920～922　1993

65 3056 コクサッキーB6NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
加地　正英：日本臨床　57−S3−328～330　1999

65 3019 コクサッキ−B群₆型CF 北村　元仕　他：臨床検査マニュアル　（文光堂）　880～886　1988
庄司　紘史　他：臨床医　19−増−920～922　1993

65 1428 エンテロ70型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
清水　博之：日本臨床　57−S3−336～339　1999

65 3068 エンテロ71型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
清水　博之：日本臨床　57−S3−336～339　1999

65 3045 ポリオウイルス₁型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
米山　徹夫：日本臨床　57−S3−331～335　1999

65 3007 ポリオウイルス₁型CF 北村　元仕　他：臨床検査マニュアル　（文光堂）　880～886　1988
原　稔：日本臨床　48−増−348～351　1990

65 3046 ポリオウイルス₂型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
米山　徹夫：日本臨床　57−S3−331～335　1999

65 3008 ポリオウイルス₂型CF 北村　元仕　他：臨床検査マニュアル　（文光堂）　880～886　1988
原　稔：日本臨床　48−増−348～351　1990

65 3047 ポリオウイルス₃型NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
米山　徹夫：日本臨床　57−S3−331～335　1999

65 3009 ポリオウイルス₃型CF 北村　元仕　他：臨床検査マニュアル　（文光堂）　880～886　1988
原　稔：日本臨床　48−増−348～351　1990

66 3024 日本脳炎ウィルスHI 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学（₂版）総論、214、1973

66 3010 日本脳炎ウィルスCF 北村　元仕　他：臨床検査マニュアル　（文光堂）　880～886　1988
五十嵐　章：臨床検査MOOK28　ウイルスの臨床検査　（金原出版）　141～144　1988

66 1225 ムンプスIgM（EIA） 内田　立志　他：川崎医学会誌35、139～145、2009
66 1224 ムンプスIgG（EIA） 中山　哲夫：医学と薬学42、303～306、1999

66 3031 ムンプスウィルスHI 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　214～225　1973
伊藤　康彦　他：臨床検査MOOK28　ウイルスの臨床検査　（金原出版）　137～140　1988　

66 3042 ムンプスウイルス−NT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　260～274　1973
竹内　薫　他：日本臨床　57−S3−309～312　1999

66 3003 ムンプスCF 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学（₂版）総論、226、1973
厚生省監修：微生物検査必携　ウイルス・クラミジアリケッチア検査（第₃版）第₁分冊、31、1987

66 1222 麻疹IgM（EIA） 庵原　俊昭　他：医学と薬学69、969～975、2013
66 1221 麻疹IgG（EIA） 庵原　俊昭　他：医学と薬学69、969～975、2013

66 3025 麻疹ウィルスHI 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学　総論　₂版　（丸善）　214～225　1973
伊藤　康彦　他：臨床検査MOOK28　ウイルスの臨床検査　（金原出版）　137～140　1988

66 3041 麻疹ウイルスNT 国立予防衛生研究所学友会：ウイルス実験学（₂版）総論、260、1973
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